ひぐち太への３つの質問

・楠港問題をどのように考えているのか

　イズミ誘致には反対です。13年に渡って放置されていた市有地ですから一刻も早く有効利用することには同意できますが、それが商業施設の誘致ではあんまりです。別府市が観光立市であることは誰しも否定できないと思います。その別府市にとって重要である観光政策と大型スーパーマーケット誘致とが結びつくとは思えないのです。

・なぜ市議会議員に立候補しようと思ったのか

　「温泉」と「飲食」は別府観光の最も重要なポイントだと思っています。しかしながら飲食業を営む人、特に夜間の商売に携わっている人たちは、観光政策において重要であるにもかかわらず、自らの政治的見解を述べにくい状況にあります。これは全く残念なことで、商業者の地位向上のための運動を行っていました。

　また一方で自営業に取り組もうとしている若い人たちの開業支援を行い、「雇用」ではなく「自立」による町の活性化に取り組んでいました。

　そんな折、飲食店経営者有志による「べっぷ屋台村」とゆうイベントを立ち上げた際に市議会議員の「長野やすひろ」さんと知り合い、各種イベントをお互いに協力しあいながら成功させてきました。そして今回の市長辞任に伴う選挙では、長野さんから「ゼヒ、ひぐちさんと共にやっていきたい」と要望があったことで出馬を決意しました。

・市議会議員になったら何をしたいのか

　商業活性化に取り組もうと思っています。また楠港問題では、どのような活用方法が望ましいのか市民と対話するために自ら汗をかき、市政と市民をつなげて行きたいと考えています。

